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【学会記事】

べ 不 デ ィク ト ・レイ ノー博 士特 別 講 演 会

1992年5月1日 午後・繍 学部特 別講義室で ,パ リ国立科学研究所研究員/ポ1)テ タ
ニー 増 師の べ ネデ・ ク ト・・イ・一博士(D・ .Ben・di…R・y。 。ud)が 講演 をお こ

な・た・微 はフランスにおける労使関係研究者の襯 の一人で
,最 近は賃鈴 鹿や技

術進歩について研究 して・・る講 演 の・イ トルは 「・99・年代の ・ラ・スの賃金形態
はど

うなるか?一 レギュラシオン・アプローチー」であ
った。

倣 は・まず濯 用者 にと・て突風 ・実現 され る労働の強度は未知の蝋 であり潰

金形態が雇用者 ●纏 用者 の双 方にと・ての参照基靴 なる・とか ら
,賃 金形態 を.

ギ・ラシオン学派の・1う 「賃労働関係」 禰 成す る・ルムの一つ として位置づ けた
。そ

の つえで・35万 人の労働者のデー タを用いて
,賃 金の諸形態 と制度的 ・経済的 技 術的

特性との関連 についてお・な・紛 析を もとに,フ ラ・スの賃労働関係の,つ の形勲

抽 出した・ さら嚇 しい傾向 としてあ らわれている賃金雌 の 「欧 化」を分析 して
,

それが テ　 ラー蟻 タイプの瀞 賃金への復帰ではな・・と論 じた
.最 後に潰 金礁 の

ミクロ経済学的検討 をおこなって
,賃 金(の 一部)を 保証されたものではな くリバーシ

ブルな ものにす るとい う戦略 と・遡 ・賃金 を労働者射 す る鵬 に依存させ るとい う戦

略を比較 した。

討論のなかでは・ ・ラ・スの労使関係の発展の具体的問馴 と りあげられ遺 金
の

「個 人化」 とい・嚇 し働 向に女重して
,繊 力の低下 した労働船 の対、忘離 れて、、

ることも議論された。

(八木紀一郎)
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バ ンジ ャマ ン ・コ リア教 授 特 別 講演 会

バ ンジャマン ・コリア教授(Prof.BenjaminCoriat:パ リX大 学)は,数 年前 に本学

に滞在 して,日 本 に レギュラシオン学派の理論 を伝える草分け となった人であ るが,

1992年11月18日,本 学 を再訪されて講演会をおこなった。

演題 は 「賃労働 関係 と企業内民主主義一最新の動向についての考察一」 というもので,

その内容は,最 近の ヨーロッパ,こ とにフランスでの労働者参加型の管理の実験 と普及

のなか に,企 業 内労使関係 の新たな展開の諸傾向を読み とり,企 業内民主主義の確立の

方向にガイ ドすべ きだ と論 じた ものであった。

討論 の部では,コ リア教授が1991年 に刊行 し,翌 年に日本語訳が刊行 された トヨティ

ズムあるいはオオノイズムについての研究(邦 訳名 『逆転 の思考』藤原書店)も,当 然

議論された。その際,コ リア教授のいうような 「企業内民主主義」の方向は,1970年 代

における自主管理社会主義の思想の延長 と考 えてよいのか とい う質問が出た。 コリア教

授は,し ば らく答に窮 した後 に,そ うではない と否定的な回答をした。この学会記事の

筆者の感想 は,コ リア教授はこの否定(ノ ン)に よって,ミ ッテラン革新政権10年 の幻

滅のあ とでは,レ ギ ュラシオニス トのい う勤労者民主制をめ ぐる議論 も,フ ラ ンス産業

の再生 と現代化 とい うコンテキス トのなかに しかあ りえない といお うとしたのではない

か とい うことである。

(八木紀一郎)


